
【目的・目標】
本事業を実施することとした目的や、本事業を通じて目指
す目標について簡潔に記載ください。

【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度インクルーシブな学校運営モデル事業 取組概要

目的・目標
⚫ 交流及び共同学習の「共同学習の側面」を発展させ、すべての児童生徒が共に学び合う環境を整備する。
⚫ 柔軟な教育課程と指導体制を構築し、インクルーシブな学校運営を実現する。

【学校運営連携校】
指定している学校運営連携校について、学校名を記載く
ださい。また、特別支援学校については、対象障害種を記
載ください。
指定している特別支援学校と小・中・高等学校の組み合
わせが複数がある場合は、どの学校とどの学校を一体的
に運営しているのかが分かるよう、番号を振るなどの工夫
をしてください。
また、学校運営連携校の両校が「一体型」「併設型」「隣
接型」のどれに該当するか、最も近しいものを１つ選択し
て記入してください。
一体型：両校の校舎が一つになっている場合
併設型：同じ敷地内に両校の校舎がそれぞれ設置されて
いる場合
隣接型：両校の校舎が近隣に位置している場合

【カリキュラム・マネージャー】
カリキュラム・マネージャーを複数配置している場合は、そ
れぞれについて、主な経歴を記載してください。なお、カリ
キュラム・マネージャーの氏名を記載いただく必要はござ
いません。

【宮崎県】

学校運営
連携校

宮崎県立小林こすもす支援学校（知肢併置）
小林市立東方小学校
小林市立東方中学校
宮崎県立小林高等学校

併設型
カリキュラム・
マネージャー

元特別支援学校指導教諭（音楽）
特別支援教育の実践と研究に豊富な経験を持つ

【取組概要】
本事業での取組のうち、特に力を入れて取り組んだ点や
アピールしたい点、特色ある取組を中心に、取組全体の概
要を簡潔に記載ください。
関連する写真等があれば、積極的に掲載ください。

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

取組概要（事業２年次）

事業１年次の
取組概要、
成果・課題

小林こすもす支援学校は、東方小・中学校及び小林高校の敷地内に各学部を設置している。この立地的な優位性を生かし、既に多く
の交流が定着し、連携を進めるための４校の各種会議等もシステム化されている。事業開始後は、既存の交流及び共同学習がブラッ
シュアップされ、特にそれぞれの教科等のねらいを達成する共同学習の側面に係る授業実践が多く行われたことが成果の一つに挙げら
れる。課題としては、事業終了後を見据えて持続可能な自走できる仕組みづくりとして業務負担の軽減と効率化を図るための各種ツール
の開発及び活用が挙げられる。

【事業1年次の取組概要、成果・課題】
これまでの事業の取組状況について、事業１年次の取組
概要、成果・課題を簡潔に記載ください。

小・中・特支
合同職員研修会 小・特支

共同学習事前打合せ

小・中・特支
運動会前職員作業

第２回学校運営連携協議会 第３回学校運営連携協議会

三校企画会

高・特支
合同避難訓練

第１回学校運営連携協議会

三校企画会における調整により実現

小「家庭科」
×

特支「生活単元学習」中×特支「美術」

それぞれの教科等のねらいを達成する共同学習

既存のコミスクと一体的に運営する「インクル・コミスク」についての協議

高×特支「音楽



①交流及び共同学習を発展させた柔軟で新しい授業の在り方の検討

○小学校3年 理科「ものの重さ」 × 小学部３年生活単元学習「おもさをはかろう・かたちをつくろう」
・授業シートの活用
→ 異なる教育課程の目標を可視化、校種を超えて学びの質を保証

 ・検証授業後の小学校・中学校・支援学校による合同事後研修会の実施

○高校 × 高等部 音楽「トガトンを使って」
・「単元の構造化」の導入
→ 同じ題材を扱いつつも「一緒に学ぶ場面」と「別々に学ぶ場面」を計画的に分け、
それぞれの学びを高める時間と共同学習の質を高める時間を両立

②現行の教員配置にこだわらない専門性を高めた授業実施のための体制構築の在り方

○検証授業におけるティーム・ティーチング及び乗り入れ授業
①小学校の校内研究の一環である一人一授業を全て共同学習で実施
1年 生活科「夏がやってきた」 × 小学部１年 生活単元学習「夏を楽しもう」

    ２年 図工「手の形、ローラーアート」 × 小学部２年 図工「みんなの手で旗を作ろう」
    3年 理科「ものの重さ」 × 小学部3年 生活単元学習「おもさをはかろう・かたちをつくろう」
    4年 図工 × 小学部4年 図工「絵の具でゆめもよう」
    ５年 図工 × 小学部5年 図工「形に命を吹き込んで」
    ６年 家庭科「夏を涼しくさわやかに」 × 小学部６年 生活単元学習「手洗い洗濯をしてみよう」

②中学部職員による運動会の事前学習実施
③高校の体育科教員による指導

○三校企画会や三校合同教育課程編成会議における協議

【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度インクルーシブな学校運営モデル事業 取組概要 【宮崎県】

【①交流及び共同学習を発展させた柔軟で新しい授業の
在り方の検討】
本事業を通じた交流及び共同学習の発展の方向性やね
らいに触れつつ、今年度実施した交流及び共同学習の対
象学年や教科、主な内容を記載ください。
また、交流及び共同学習の実施に当たり、教師が実施し
た指導内容や指導方法の工夫等についても記載ください。
関連する写真等も積極的に掲載ください。（写真の掲載
枚数の上限はありませんが、最低でも１枚は掲載していた
だくようお願いします。また、写真のレイアウトは適宜変更し
ていただいて結構です。）

【②現行の教員配置にこだわらない専門性を高めた授業
実施のための体制構築の在り方】
学校運営連携校の教員への兼務発令や専門スタッフの
配置等の人事上の工夫や、両校間の一体的で専門性を
生かした指導体制の構築のための工夫など、専門性を高
めた授業実施のための体制構築に関する取組について、
記載ください。
関連する写真等も積極的に掲載ください。（写真の掲載
枚数の上限はありませんが、最低でも１枚は掲載していた
だくようお願いします。また、写真のレイアウトは適宜変更し
ていただいて結構です。）

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

小学校 理科× 小学部生活単元学習

小学生「協力して実験した」 小学部生「粘土の形が楽しかった」

教員「授業シートにより、目標を共有することができた」

アン
ケート

高校×高等部音楽

高校生「きれいな響きに聞こえた、みんなでできてよかった」

高等部生「トガトンのリズムがみんな違っていて、すごくいい響きだった」

アン
ケート

ティーム・ティーチング

乗り入れ授業



【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度インクルーシブな学校運営モデル事業 取組概要

【本事業の成果】
本事業を通じた成果について、具体的に記載ください。
児童生徒や教員等に対するアンケートなど、定量的に成
果を測ることのできる工夫をされている場合は、その結果
についても積極的に記載ください。

【宮崎県】

【課題と今後の展望】
本事業の実施を通して見えてきた課題や達成できなかっ
た課題について、具体的に記載ください。
また、それらの課題を克服するための今後の展望につい
ても、具体的に記載ください。

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

本事業の成果（事業２年次）

・共同学習の実践の蓄積と質の向上
・チェックリストの導入によるデータに基づいた本事業の実行度評価
・学校運営連携協議会と学校運営協議会の発展的結合→インクル・コミスク
・共に学ぶ仲間としての意識醸成、教師の指導技術の相互補完

課題
・

今後の展望

課題
・学校ごとの構造的課題（教科担任制等）
・業務負担の軽減と効率化
・専門性(教科のねらいや評価の視点）の可視化の深化
・地域への理解促進と地域全体で支える仕組みづくり

今後の展望
・授業時数や単元数を絞り、構造的な生約の中でも質の
高い共同学習の実現
・ICTツールの活用、授業シート等のコンパクト化
・成果報告会の実施
・人に依存しない組織として自走できる仕組み
→持続可能なインクルーシブ教育システムの構築

【前年度からの変化・改善点】
前年度までの取組状況から変化が生じた事項や、前年
度までの課題を踏まえて、今年度の事業実施において改
善した点があれば、具体的に記載ください。

小学生「どうやったら伝わるかなって、一生懸命考えた。言葉だけじゃなくて、

                   ジェスチャーを使ったらわかってくれてうれしかった」

小学生「交流というより、一緒に働く〝仲間〟という感じがした」（生活科「おもちゃまつり」にて）

教員「支援学校の先生のプロセスを細分化して教える姿を見て、自分の授業の

ユニザバーサルデザイン化に役立った」

アン
ケート

前年度からの
変化・改善点

・学校間をつなぐハード（会議体・制度）と、共同学習の質の向上を図るソフト（各種ツール、共同学習における手法等）」の土台が完成

事業終了後の自走を見据えたＰＤＣＡサイクル

令和８年度以降の学校運営連携協議会の在り方


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2

